
業種

アジア アフリカ 中東 欧州

ロシア オセアニア 北米 中南米

対象分野

本技術が貢献する領域

技術の内容（概要）

技術分類（キーワード）

技術紹介図

技術の海外展開について

企業情報

技術・
ソリューション

企業・組織名

対象都市課題

代表的技術名

商社/サービス東テク株式会社

https://www.totech.co.jp/

道路・橋梁

上下水道

住宅

港湾

発電・エネルギー

情報通信技術

交通・モビリティ

インフラ維持管理

農林水産業

物流
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Webサイト

電力安定化・瞬停対策　フライホイール

「質の高いインフラ」および「スマートシティ」

該当しない

該当しない

該当する

該当しない

該当する

該当しない

該当しない

エネルギー

観光・地域活性化

環境

都市計画・整備

セキュリティ・見守り

その他(自由記
述)

該当する

該当する

該当する

該当する

該当しない

該当する

該当する

空港

鉄道

その他（自由記
述）

防災

健康・医療

該当する

該当しない

該当しない

該当しない

該当する

0

0

バックアップ電源

フライホイールの回転を運動エネルギーとして蓄めることで、電力系統の安定化や瞬時停電のバックアッ
プ電源と使用することができます。
構造としては、フライホイールに発電機を接続した
シンプルなものとなります。
短時間で大出力を得意とし、とても安価で、
メンテナンスがフリーで長寿命、リサイクルが可能で環境にやさしいことが特徴です。
用途としては、
①通常時、系統からの電源供給でフライホイールを回転させておく。
②瞬時停電時、系統からの電源供給はなくなりますが慣性エネルギーにより発電した電力を無瞬断で負
荷へ一定時間供給します。

展開を検討する

要望があれば検討

要望があれば検討 要望があれば検討

要望があれば検討

要望があれば検討

要望があれば検討要望があれば検討
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プロジェクト名

都市名

備考
（受賞歴など

－

－

活用事例

プロジェクト概要

プロジェクト紹介図

プロジェクト紹介Webサイト

対象国

＜本技術を活用した事例＞

1996年　株式会社東芝様より沖縄県の系統電源安定化のため、容量1.5GWのフライホイール設備導入。

導入より26年間が経過しておりますが現在の稼働中です。

※（株）東芝レビュー　Vol.54　No12(1999)引用

電力系統安定化

沖縄県

日本

SDGs

※電学誌116巻9号 1996年 引用


